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　データ解析には，対応のない Student の t 検定，共分散分析（ANCOVA），x 2 検定，ロジスティック回帰
分析を用いた。研究デザインとしては，第一に，移住の影響を検討するために，J-J 群と JB-J 群を比較した。
次に，居住国の影響を検討するために，JB-J 群と JB-B 群を比較した。最後に，J-J 群と JB-B 群を比較し，
移住と居住国の両方が合わさることによる影響を検討した。
（結果）
　J-J 群と JB-J 群を比較検討した結果，J-J 男性と比べて JB-J 男性において，WC，収縮期血圧（SBP），
LDL-C は高く，HDL-C が低かった。JB-J 女性では SBP が高かった。高 BP の割合（7.9％ vs. 52.9％）と
高 TG もしくは低 HDL-C の割合（37.6％ vs. 25.0％）は J-J 男性よりも JB-J 男性で高く，MetSyn 罹患率も
J-J 男性（40.4％）よりも JB-J 男性（52.2％）で高かった。女性における MetSyn 罹患率とその構成因子保
有率は両群間に差がなかった。ロジスティックモデルにおいて，J-J 男性と比べて JB-J 男性はおよそ 2 倍の
MetSyn 易罹患性を示したが，女性ではその関係は見られなかった。生活習慣および社会・経済因子につい
ては，J-J 群と JB-J 群の間に多くの差がみとめられたが，いずれも MetSyn の罹患しやすさとは関連しなかっ
た。
　JB-J 群と JB-B 群の比較から，JB-B 男性の WC と TG は JB-J 男性と比べて高値を示した。JB-J 群と
比べて JB-J 群では男女ともに BP，TC，LDL-C は低かったが，HDL-C も低値を示した。男性における
高 WC の割合（7.0％ vs. 56.2％）と高 TG もしくは低 HDL-C の割合（63.6％ vs. 37.6％）は JB-B 群で高
く，MetSyn 罹患率も JB-J 群（52.2％）よりも JB-B 群（66.4％）で高かった。女性における MetSyn 罹患
率について有意差はみとめられなかった。ロジスティック解析の結果から，JB-B 男性は JB-J 男性よりも
MetSyn に罹患しやすいが，女性においてその差はみられなかった。生活習慣と社会・経済因子における多




　J-J 群と JB-B 群の比較では，J-J 群と比べて JB-B 群において，WC が男性で高く，男女ともに TG が高
く，HDL-C は低かった。しかしながら，JB-B 群では男女ともに J-J 群よりも SBP と TC が低かった。また，
女性においては JB-B 群で LDL-C と FPG が低かった。高 WC の割合（7.0％ vs. 46.％）と高 TG あるい
は低 HDL-C の割合（63.6％ vs. 25.0％）は JB-B 群で高く，MetSyn 罹患率も J-J 群（40.4％）よりも JB-B
群（66.4％）で高かった。女性における MetSyn 罹患率および構成因子の保有率について有意差はみとめら
れなかった。ロジスティックモデルにおいて，JB-B 男性は J-J 男性よりも約 3 倍 MetSyn に罹患しやすいが，
女性においてその差はみられなかった。生活習慣と社会・経済因子における多くの差が，男女ともに J-J 群






子を持ちにくいことが観察された。興味深いことに，女性における MetSyn 罹患率について，3 群間で差は
みられなかった。
　ある危険因子の保有とそれに伴う慢性疾患の発症との関係は，さまざまな生理学的，心理学的，遺伝的，
－557－
文化的，環境的因子によって影響を受ける非常に複雑な問題であることが理解されつつある。ある慢性疾患
の危険因子が，ある文化圏では将来の病状と深く関わっていても，他の文化圏ではそれほど強力な予測因子
とならない可能性があることも分かってきている。慢性疾患の危険因子間の複雑な相互関係を十分に理解す
るための道のりはまだ長いが，最近の研究から，CHD 危険因子の重み付けが文化間で異なる可能性のある
ことが示唆されている。本研究から，生理，代謝，生活習慣，環境に関わる変数を組合せて考慮する柔軟な
多変数統計モデルを用いて危険因子間の複雑な関係を検討すれば，慢性疾患の発症についての理解が進むこ
とが示唆された。
　本研究の結果から，移住歴と居住国はいずれも男性の健康状態に影響を及ぼし，移住とブラジル在住とが
合わさると，CHD 発症に関わる危険因子数が増加することが示唆された。それに対して，日本に戻ってく
ることは男性の健康にわずかながら好影響をもたらすようである。また，これらの結果から，男性は女性よ
りも移住や居住国の影響を受けやすいことが示唆された。最後に，本研究は日本人および日系ブラジル人の
生活習慣および社会・経済因子の差異を過小評価している可能性はあるものの，これらの因子だけでは移住
と居住国が男性における MetSyn 危険因子の差に与えた影響を十分に説明することはできなかった。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本博士論文は，移住歴と居住国が健康に与える影響を検討することを目的とし，CHD 危険因子について
日本人と日本在住もしくはブラジル在住の日系ブラジル人の間で比較したものである。本検討の結果，女性
においては，CHD 危険因子には移住歴や居住国の違いによる差は認められなかったが，男性において，日
系ブラジル人と比べて日本人では CHD 危険因子を保持しにくいことが明らかとなった。これらの結果は，
男性は女性よりも移住や居住国の影響を受けやすいことを示唆するものであり，国際比較や社会科学の分野
に新たな知見を与えるものであるとして専門委員会で高く評価された。
　本審査時には，審査委員から研究の限界（対象者の選定方法および対象者間の年齢の違い）や各 CHD 危
険因子間の関係性，それらが生じる機序についての説明が求められ，それらに対して適切な回答をおこなっ
た。特に，高 LDL コレステロールとメタボリックシンドロームの高罹患率の関連については，よりよい回
答が得られた。また，今後，ネイティブブラジル人を対照群として設定する必要性があることが審査委員に
よって指摘された。
　よって，著者は博士（スポーツ医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
